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能性を重視し、おおむね Link & Cullen（1983）
で採用された方法をそのまま援用することとす
る。具体的な手続きはやや複雑であるが、回答者








































上記 6 つの異なったパターンはそれぞれ 2 つの
ビネットと結びつけられている。以下で示した通


































ルな行動）、態度レベル（理想的な人 vs 自分自身 






















































平均値 10.00 9.36 8.79 10.04 9.50 8.81
（SD） （2.66） （3.19） （2.15） （3.45） （2.61） （2.80）
非ノーマル
平均値 18.10 17.72 19.04 19.37 20.27 19.78




























おこなった。第 1 水準を行動タイプ、第 2 水準を
回答者とした。分析結果は表 3 のとおりである。





















ソース df 平均平方 F 値
被験者間
ラベリング 1 49.382 4.253 *
態度レベル 2 2.004 .173
ラベリング × 態度 2 6.326 .545
誤差 152 11.61
被験者内
行動 1 7299.144 818.637 ***
行動 × ラベリング 1 41.412 4.645 *
行動 × 態度レベル 2 23.754 2.664 +
行動 × ラベリング × 態度レベル 2 4.826 .541
誤差 152 8.916



















































model 1 model 2
切片 9.640 *** 8.166 ***
独立変数
ラベリング（ラベルあり =1） -.762 * .407
態度レベル .114 .646 +
行動（非ノーマル行動 =1） 9.588 *** 12.177 ***
ラベリング × 態度レベル -.182
ラベリング × 行動 -1.597 *
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2 ） 2010-11 年に実施。退所後 1 年から 10 年の施設出
身者 3633 人のうち、施設が連絡先を把握してい
る 1910 人に対して調査票を配布し、673 人（回
収率 35.2%）から回答を得ている。
3 ） 田中（2004）は、このトートロジーを打破するた
めに、スティグマを付与された当事者の解釈を中
心に分析をおこなう方法を採っている。
